
右の図 1の ように,AB=4cmの 長方形 ABCD
がある。点 Eを辺 BC上に BE=3 clnと なるよ
うにとり,点 Fを ,△AEFが ∠AEF=90° の直
角二等辺三角形となるように長方形の内側にと

る。また,点 Fか ら辺 BCにひいた垂線と辺 BC
との交点を Gと する。このとき,次の問いに答
えなさい。 (円周率はπを用いること。 )

1△ABE≡ △EGFであることを証明しなさい。

2上の図 2の ように,△EGFを ,点 Fを回転の
中心として,時計の針の回転と反対向きにEnll

転移動して,点 Eが移った点をH,点 Gが移っ
た点をIとする

(1)∠ GFIの大きさを求めなさい。

(2)線分 EGが通る部分 (上の図 2のMMを
つけた部分)の面積を求めよ。
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